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第2日目／2月25日(土)
A会場（日経ホール） B会場（セミナールーム1） C会場（日経カンファレンスルーム）

シンポジウム2 S2-1～4
「稀な機能性下垂体腺腫の診断と治療」

座長：大塚　文男、小川　欣一
9：00～9：40

9：40～10：50

16：15～17：15

14：40～16：15

特別
演題2
SO2

12：00～13：00

13：10～14：10
13：10～14：00

13：10～13：55

14：30～15：30

15：30～16：40

14：10～14：40

10：55～11：25

10：50～11：40

12：00～13：00 12：00～13：00

13：55～14：40

17：15

9：00～9：35

10：25～11：00

9：35～10：25

9：00～9：45

9：45～10：20

10：20～10：55

14：40～15：15

15：15～15：50

11：00～11：45

ランチョンセミナー4 LS4
「ジェネラル視点で捉えるAGHD治療」

座長：千原　和夫、演者：大塚　文男
共催：JCR ファーマ株式会社

シンポジウム5 S5-1～6

「診断困難なクッシング病の治療方針とその成績」
座長：蔭山　和則、西澤　　茂

シンポジウム4 S4-1～7
「長期予後を考慮した

小児頭蓋咽頭腫の治療戦略」
座長：齋藤　　清、横谷　　進

招待講演3 IL3
「Surgical strategy for the difficult cases with of Cushing's Diseases 

: Including Re-Do surgery for surgically failed cases」
座長：佐伯　直勝、演者：Sun Ho Kim

シンポジウム7 S7-1～9

「神経下垂体部
germ cell tumorの診断と治療」

座長：川俣　貴一
　　　黒﨑　雅道
　　　伊藤　純子

シンポジウム10 S10-1～6
「難治性下垂体腺腫の
治療の現状と問題点」

座長：高野　幸路、田原　重志

教育講演3  EL3
「機能的下垂体の試験管内分化と臨床展開」
座長：菅原　　明、演者：須賀　英隆

閉会挨拶

シンポジウム6 S6-1～5
「ホルモン非産生下垂体腫瘍：

病理診断はどこまで必要で何に生かせるのか？」
座長：井下　尚子、池田　秀敏

シンポジウム8 S8-1～6

「再発ラトケ嚢胞の特徴と治療戦略」
座長：大月　道夫、田中雄一郎

シンポジウム9 S9-1～7

「経鼻手術術後の
鼻腔内合併症の現状とその対策」

座長：谷口　理章、中尾　直之

ランチョンセミナー5 LS5
「Acromegaly：From Epidemiology to 

Substrate Metabolism」
座長：沖　　　隆、演者：Jens Otto Lunde Jørgensen

共催：ファイザー株式会社

一般口演18  O18-1～5
「プロラクチノーマ」

座長：三木　伸泰

一般口演19 O19-1～5
「先端巨大症1」
座長：槙田　紀子

シンポジウム3 S3-1～5
「プロラクチノーマに対する薬物治療中止に関する諸問題」

座長：富永　　篤、笠山　宗正

一般口演20 O20-1～6
「先端巨大症2」
座長：福田いずみ

一般口演25 O25-1～6
「下垂体機能低下症1」

座長：田中　知明

ランチョンセミナー6 LS6
「先端巨大症の病態と治療」

座長：松野　　彰、演者：齋藤　洋一
共催：帝人ファーマ株式会社

一般口演26 O26-1～6
「下垂体機能低下症2」

座長：工藤　正孝

一般口演24  O24-1～4「低ナトリウム」
座長：竹下　　彰

一般口演21 O21-1～6
「合併症1」

座長：藤尾　信吾

一般口演22 O22-1～5
「合併症2」

座長：林　　康彦

一般口演23 O23-1～5
「再建」

座長：石井　雄道

一般口演27 O27-1～5
「下垂体炎」

座長：盛田　幸司

一般口演28 O28-1～5
「下垂体卒中」
座長：阿部　琢巳


